
街かどのスケッチ
エ
ッ
セ
イ

わ
た
し
の
甲
東

　
朝
、
５
時
。
い
つ
も
の
よ
う
に

南
側
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
。

　
ベ
ラ
ン
ダ
越
し
に
、
河
川
敷
へ

渡
る
歩
道
橋
が
、
目
の
高
さ
に
見

え
る
。
今
朝
も
、
道
を
上
が
っ
て

行
く
人
た
ち
と
、
運
動
を
終
え
て

下
り
て
く
る
人
た
ち
で
、
混
み
合

っ
て
い
る
。「
お
疲
れ
さ
ま
、頑
張

っ
て
」と
、心
の
中
で
エ
ー
ル
を
送

る
。
河
川
敷
の
方
へ
目
を
向
け
る

と
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
南
北

に
歩
い
た
り
走
っ
た
り
し
て
い
る

人
た
ち
が
、
遠
目
か
ら
も
見
え
る
。

　
河
原
は
、
今
日
も
元
気
だ
。
私

も
頑
張
ら
な
く
っ
ち
ゃ
あ
!!

　
私
の
１
日
は
、こ
う
し
て
始
ま
る
。

　
私
と
河
川
敷
と
の
出
合
い
は
、今

か
ら
45
年
程
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　
当
時
、
隣
接
の
市
街
地
に
住
ん

で
い
た
家
族
５
人
は
、
自
転
車
で

こ
の
河
川
敷
ま
で
、
よ
く
遊
び
に

来
て
い
た
。
広
々
と
し
た
緑
地
帯

と
武
庫
川
の
流
れ
が
一
帯
と
な
っ

た
景
色
が
気
に
入
り
、
転
居
す
る

な
ら
、
こ
の
近
く
で
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
、
そ
の
景

色
が
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
今
の
住

ま
い
に
移
り
住
む
こ
と
が
で
き
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
当
時
の
河
川
敷
は
、
木
々
も
雑

草
も
伸
び
放
題
で
、
河
川
敷
の
愛

好
者
も
、
今
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。し
か
し
、あ

の
大
地
震
や
度
々
の
水
害
な
ど
に

傷
つ
き
な
が
ら
も
、
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
在
り
続
け
、
近
年
の

整
備
工
事
と
相
ま
っ
て
、
今
や
自

然
の
中
で
健
康
づ
く
り
を
志
向
す

る
市
民
に
と
っ
て
の
一
大
メ
ッ
カ

と
な
っ
て
い
る
。

　
早
朝
か
ら
日
没
ま
で
、日
に
、何

百
人
も
の
老
若
男
女
が
、
思
い
思

い
の
ス
タ
イ
ル
で
、
河
川
敷
を
楽

し
ん
で
い
る
光
景
は
、
本
当
に
す

て
き
だ
。
私
も
身
体
の
許
す
限
り
、

い
つ
ま
で
も
、
そ
の
輪
の
中
に
居

続
け
た
い
と
思
う
。

　
か
く
言
う
私
か
ら
、
お
勧
め
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
タ
イ
ム
の
紹
介
を
一

つ
。
晴
天
日
に
限
り
ま
す
が
、
夜

明
け
前
、
午
前
４
時
ご
ろ
。
夏
か

ら
秋
、
冬
へ
と
向
か
う
季
節
。
ち

ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
空
を
見
上

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
天
空
に
瞬
く

星
々
。
く
っ
き
り
と
見
え
る
星
座

群
。
時
季
が
合
え
ば
、
西
の
空
低

く
輝
く
満
月
。
早
起
き
の
方
へ
の

空
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。ご
安

心
あ
れ
。
そ
の
時
刻
で
も
、
数
人

の
ウ
オ
ー
カ
ー
さ
ん
と
出
会
え
ま

す
。

文
　
一
里
山
町
　
Ｔ
・
Ｃ

絵　段上町６丁目　Ｍ・Ｎ

雑
感
、
武
庫
川
河
川
敷
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八〇六年創建　大市郷総鎮守の社

例大祭 10月14日（火）宵宮
10月15日（水）本宮

大市八幡神社

・10月11日（土）太鼓台曳行
・10月12日（日）神輿・太鼓台曳行

厄除祈願 交通安全祈願

初宮詣 その他御祈願

七五三詣 出張祭

御祈祷ご案内御祈祷ご案内

〒663－8016
西宮市若山町3－31
☎0798-64-0670

ホームページは
こちら！

～一年で最も重要なお祭り～

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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⑵

広告

ともに生きるともに生きる
まちづくりまちづくり
〜地区社会福祉協議会〜

お気に入りの場所がある地域を目指して！

　甲東地区には、さまざまなつどいの場があり、
今年度も活動がスタートしています。
　小さい子どもを連れた親子向けには、子育て
サロン「ピーナッツ広場」と「ぴよぴよ」。高齢者向
けには月１回の「昼食会」。年齢を問わず、誰もがお
茶を飲みながら集える場として、月１回の「いき
いきサロン」「おおいち喫茶」、そして、毎週水曜
日開催の「もんまえ」と、選択肢が豊富です。また、
不登校や介護の問題を抱えている人は、「ダイヤ門
戸」や「ほっこりたいむ」でゆっくり話しましょう！

　あなたが行ってみたい場所は
ありますか？　お気に入りの場
所で、お互いにさりげなく寄り
添うことのできる温かい地域を
作りたいですね。

甲東地区社会福祉協議会
　　　　荒木　宏子

ポジティブ思考でまちづくりを！

　６月11日、無事に総会を終え、令和７年度
段上西地区社協がスタートしました。
　今期は第９次地区福祉計画（令和４～９年度）の
ちょうど折り返し地点となり、子どもから高齢者
まで、世代を超えて参加する人も、企画する人も
楽しめる事業にしようと考えています。また、地域
での横のつながりを大切にし、自治会長や他団体
にも地区社協とともに活動できるように懇談会も
計画しています。
　この地域でも年々高くなる高齢化率。「つどい」
などを企画しても「なかなか歩いて行けない」な
ど、参加できない人が増える現状にどう対応でき
るのか、就業する若い人が増えていく中でどのよ
うにつながれるかなど、大きな課題を抱えてのス
タートですが、段上西地区社協らしい「楽しく、
元気の出る、そして、学べる」事業を企画していき
ます。

段上西地区社会福祉協議会　立垣　満里

安全・安心なまちづくりへの取り組み

　５月17日、段上地区社協の総会を終えました。
今年度は、前任期と同じ理事10人で、第９次段上
地区福祉計画の福祉目標である「あいさつ　声かけ
心豊かな町づくり」を目指して、自治会単位の小地
域福祉活動を進めていきます。
　主な福祉活動事業は「ふれあい昼食会」「いき
いきサロン」「子育てサロン」です。12月には、
75歳以上の一人住まいの人に楽しんでもらえる
よう「年忘れの会」を開催します。
　また、地域ネットワークの推進として、地区福祉
委員会を開き、自治会が主催して、世代間や住民
間の交流を図る「高齢者などのつどい」や「地域の見
守り体制の促進」を支援するなど、より一層安全で
安心して暮らせるまちになるよう取り組んでいき
ます。

段上地区社会福祉協議会
佐藤　克之

　　　赤ちゃんとママの防災講座

　　　　樋ノ口地区社協の活動の中に、３カ所の
子育て地域サロンがあります。
　そのうちの一つ、毎月第１木曜日に開催してい
る「らっこっこ広場」で、防災士の上沢聡子さんを
迎えて防災講座を開催しました。
　昨今の気象変化、豪雨、雷による停電など、そ
の時にどう行動すれば良いのか、スライドを見な
がらの講座は、幼い子どもを持つお母さんたちに
とってなかなかない機会なので、とても良かった
と思いました。
　講座の間、ボランティアが子どもたちの相手を
し、お母さんたちにはしっかり話を聞いてもらい
ました。
　これからもいろいろな
講座を取り入れ、子育て
しやすい環境づくりに取
り組んでいく予定です。

樋ノ口地区社会福祉協議会　川東　美千代
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⑶

広告

一般照明用蛍光ランプ※1が
製造禁止になることを知っていますか？

蛍光ランプ（蛍光灯、蛍光管）が切れたタイミングなどで、
計画的に「LED照明」に交換しましょう!!!

　令和５年11月の「水銀に関する水俣条約 第５回締約国会議」で、製造・輸出入廃止の対象に一般
照明用の蛍光ランプが追加され、日本でも種類ごとに段階的に禁止措置が行われています。
　各家庭の照明器具について、この機会に見直しをしてみませんか。

電球形蛍光ランプ※2 コンパクト形蛍光ランプ 直管形蛍光ランプ※2 環形蛍光ランプ※2

令和8年1月1日 令和9年1月1日 令和10年1月1日 令和10年1月1日製造・輸出入
禁止の開始日

蛍光ランプ
の種類

※1

※1 蛍光ランプは通称「蛍光灯」「蛍光管」とも呼ばれます
※2 電球形蛍光ランプのうち、30Wを超えるものは令和9年1月1日から禁止されます。

直管形蛍光ランプ、および環形蛍光ランプのうち、ハロりん酸塩を主成分とする蛍光体を用いたもの
は、令和9年1月1日から禁止されます

【蛍光ランプの見分け方】
＊品番は「F」か「EF」で始まるものが多いです

（海外製品などは異なる場合があります）

＊蛍光ランプかどうか分からない場合は、販売店、
またはメーカーに問い合わせてください

〈 品 番 の 例 〉

【わが家の照明チェック表】蛍光ランプの製造・輸出入は禁止されますが、
使用、販売、購入は禁止されません

廃棄の際は、自治体のルールに従って、分別や
排出をお願いします

詳細は、環境省ホームページで確認してください

環境省  蛍光ランプ  禁止

家の中の照明器具を確認してみよう！
蛍光ランプ箇所には    を記入    

玄関、内玄関	 リビング、ダイニング
子ども部屋	 浴室、洗面所
キッチン	 納戸、階段、廊下
トイレ　		 和室 		 書斎			 駐車場

●
出
典
・
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.env.go.jp

●「
一
般
照
明
用
の
蛍
光
ラ
ン
プ
の
規
制
」（
環
境
省
） https://w

w
w

.env.go.jp/chem
i/tm

m
s/lam

p.htm
l

を
加
工
し
て
作
成
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再資源化

広告

毎月19日
9月7日（日）
11月2日（日）開催予定

●年 中 行 事●

新 年 祈 祷 会
（初詣・阪急電車三福詣）
厄 除 大 祭
星 祭
夏 季 厄 除 大 祭
秋 季 厄 除 大 祭
七 五 三 詣
人 形 供 養 祭
納 厄 神
星 祭 開 白

1 月 1 日 ～ 7 日

1 月 18日 ・ 19日
節　　　　　　分
８月19日（厄神夏祭り）
10 月 1 9 日
11月15日（11月中受付）
11月19日（3月より受付）
12 月 1 9 日
冬 　 至（ 星 祭 り ）

厄 除 例 祭
であい門戸厄神

〒662-0828 西宮市門戸西町2-26　電話  0798-51-9090

西宮市が取り組む西宮市が取り組む 循環型社会の実現に向けて循環型社会の実現に向けて!!!!

古着リユース〈まだ着ることができる衣類の廃棄を減らす取り組み〉古着リユース
◆「PASSTO」設置施設（市内8カ所）◆ 令和6年11月1日から

　西宮市と事業者との協働事業として、
「PASSTO（パスト）」という回収ボックス
を市内8カ所（左図参照）に設置。
　回収した古着は、事業者の流通ルート
を通じてリユース品として販売され、再
び必要とする人の手元へ届きます。
　そのままではリユースに適さない衣類
については、再生ポリエステルなどの原
材料へとリサイクルが行われます。

「古着リユース」を目的とした古着回収拠点を設置！

※帽子・マフラー・下着は使用の
　有無にかかわらず回収不可

山口支所

大社公民館

西宮市役所

イオンスタイル
西宮今津

阪急オアシス
名塩店

アクタ西宮ステーション
※正面入り口付近

Corowa甲子園

イオン西宮門戸店
※1Fエスカレーター付近

回収ボックス➡︎

　西宮市では、ごみの減量 および 再資源化が可能なものの分別排出を徹底して、
循環型社会形成の実現に向けて、さまざまな施策に取り組んでいます。

　甲東地域でも甲東エココミュニティ会議が主体となり、ごみの減量や
3R（リデュース［発生抑制］、リユース［再使用］、リサイクル［再生利用］）
の推進など、地域の人たちへの情報発信や講座、研修会の開催など、活動
しています。
　今回、市が取り組んでいる施策の一つ「古着リユース」について、『宮っ子』
編集員が市・美化企画課を訪問して話を聞きました。また、甲東エココミ
ュニティ会議の研修会にも参加し、現状などを学んできました。

【補足】
  資源A「古着」の回収
 は、従来通り行います
  
 は、従来通り行います

ごみ減量化再資源化
シンボルキャラクター

「りーくるくん」

トップス 靴下・肌着

ジャケット
コート

制服・体操着
ユニホーム

シャツ 香水 靴・スリッパ
上履き

ボトムス 水着 着物

スカート 壊れて
いる物

パーツが
足りない

※スーツ（背広）は
        回収できます

回収できるモノ 回収できないモノ

第392号 令和 ７年 9月 1日 　ふ る さ と 甲 東 ⑷



熱心に話を聞く参加者

研修会を終えて

小学生・中学生　　見学自由・体験無料　　甲東小学校北門すぐ
受験対策・先取り学習・宿題補講・自習　講師は全員現役関学生！！

◆放課後等デイサービス◆ 放課後 スクール いつざいや
〜学習習慣が自然に身につく！！最先端リード法採用〜

発達障害・多動・学習障害のお子様、塾や習い事との併用も大歓迎！

【逸材屋・本店】 ☎ 0120−214−620 mstage@mstage-itsu.jp
広告

〒662−8023
西宮市神呪町5-26

甲東エココミュニティ会議　× 関西学院大学エココミュニティチーム

令和7年度 第1回研修会　〜 知っていますか？ 手放された衣料の行方 〜
　甲東エココミュニティ会議主催、関西学院大学自主サークル「エココミュニティチーム」企画・協力で、「令和７年度 
第１回研修会」が７月 17 日にアプリ甲東で行われました。テーマは「知っていますか？　手放された衣類の行方 ー衣類の
循環型社会を通じたエコ活動ー」です。研修では、NPO法人リテックス副理事長の前川和裕さんによる講演や、市・美化
企画課による西宮市での取り組みの紹介があり、衣類をはじめとしたリユース・リサイクルに関して私たちができるアク
ションを考える機会となりました。

　環境省によると、日本人1人あたりが1年間に購入する衣類は約18枚、そのうち手放すの
は約15枚。手放す枚数よりも購入枚数の方が多い一方で、1年間に1回も着用されない服は
約35枚という現実もあります。さらに、手放した服のうち、リユース（海外輸出を含む）や
リサイクルされるのは約34％。あとの66％は処分、埋め立てにまわります。リユースやリ
サイクルの割合は年々高まっていますが、まだ十分とはいえないでしょう。
　このような問題の背景には、手頃な価格でトレンドを楽しめるファストファッション（※1）
の広がりがあります。誰もが気軽に服を買える時代になった一方で、使い捨て感覚で着用さ
れ、短期間で不要になる傾向が強まったことが、「衣類ロス」の加速につながっているので
す。しかし実際には、機能性に加え価格や手に入りやすさといった理由から、多くの人の暮
らしを支えている側面もあります。大切なのは、「買わない」ではなく「適正に利用する」こ
とだと前川さんは話します。そして、私たちが今すぐにできることとして、次の３点が伝え
られました。

「PASSTO」を提供する株式会社ECOMMITによると、西宮市の古着の回収率は、他市と比べても高い水準だそうです。
自治体、NPO、事業者、市民が連携して進める資源循環の取り組みを、引き続き活用していきましょう。
　市では、古着リユースの他、以下のような取り組みを行っています。
　　　　・古紙回収ボックス　　　　・使用済み小型家電の回収ボックス
　　　　・フードドライブ　　　　　・マイボトル専用給水スポット　

「買わない」ではなく「適正な利用」を　～前川和裕さんの講演～

西宮市の「PASSTO」利用率は高水準で推移　～市・美化企画課より～

地域の資源回収
活動に参加する

スモールステップ（※2）で
いいから
行動してみる

衣類や布製品を大切に
できるだけ長く使う

1 2 3

（※1）流行の服を短い期間で大量に、安い価格で売るスタイルのこと （※2）小さな一歩

・衣類を大切にできるだけ長く使うこと、使用した衣類は資源回収に出すことから始めてみようと思う
・着終わった服の行き先を知らなかったので勉強になった
・服を購入する前に「来年も着用するか」を考えて、欲しいものだけを選ぶようにしたい

「PASSTO」を提供する株式会社ECOMMITによると、西宮市の古着の回収率は、他市と比べても高い水準だそうです。

詳しくはこちら

参加者の声

関西学院大学エココミュニティチームから
　私たちは甲東エコと連携し、ごみの減量を学
びながら地域交流を深める活動をしています。
地域の中で、世代を超えて楽しみながら環境の
ことを考える。そんなきっかけづくりを大切に
しています！

「
買
わ
な
い
」で
は
な
く

「
適
正
に
利
用
す
る
」と
い

う
言
葉
が
特
に
印
象
的
で
、

衣
類
と
の
付
き
合
い
方
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
」

な
ど
、
市
の
多
様
な
取
り

組
み
も
初
め
て
知
り
、
ま

ず
は
自
分
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
甲
東
地
域
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
」
を
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

（
編
集
員
）

●
取
材
協
力
／
市
・
美
化
企
画
課

●
参
考
資
料
／
市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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◀︎活動報告に耳を傾けます

お互いの思いを語り合いました

ホッと一息。会話が
弾む休憩時間

本番さながらの飛び込みで、一斉にスタート！

青
空
の
下
、水

し
ぶ
き
を
上
げ
て

地
域
と
つ
な
が
ろ
う
！

「
わ
が
ま
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
６
月
21
日
、

甲
陵
中
学
校
水
泳
部
は
西
宮
市
中

学
校
総
合
体
育
大
会（
市
総
体
）を

控
え
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
水
泳
部
は
、
毎
年
４
月
末
か
ら

プ
ー
ル
で
の
練
習
を
開
始
す
る
の

で
、
事
前
に
水
泳
部
員
が
４
～
５

日
か
け
て
プ
ー
ル
を
清
掃
し
ま
す
。

こ
れ
が
部
活
動
の
中
で
一
番
楽
し

い
と
い
う
生
徒
も
。
清
掃
後
、
水

質
を
確
認
し
て
か
ら
泳
ぎ
始
め
ま

す
。
外
気
温
が
24
度
以
下
に
な
る

と
寒
く
て
泳
げ
な
く
な
る
た
め
、

実
際
プ
ー
ル
に
入
っ
て
の
練
習
は

５
カ
月
ほ
ど
で
す
。

　
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
は
、
午
前
中

で
も
日
差
し
が
じ
ん
わ
り
と
暑
く

感
じ
ま
し
た
が
、
生
徒
に
よ
る
と

プ
ー
ル
の
中
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
水

温
。
顧
問
は
２
人
で
、
１
人
は
指

導
に
当
た
り
な
が
ら
泳
ぎ
の
様
子

を
見
て
休
憩
さ
せ
た
り
、
も
う
１

人
は
見
学
の
生
徒
を
日
陰
に
誘
導

し
た
り
と
熱
中
症
予
防
に
気
を
配

っ
て
い
ま
す
。
練
習
の
合
間
に
生

徒
た
ち
は
先
生
や
隣
の
コ
ー
ス
の

部
員
と
和
気
あ
い
あ
い
と
会
話
を

し
て
い
ま
し
た
。
厳
し
そ
う
な
練

習
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
が
、
休
憩
中

は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
み
ん
な
笑

顔
で
し
た
。

　
顧
問
の
先
生
た
ち
の
指
導
と
管

理
の
お
か
げ
で
、
生
徒
た
ち
が
安

心
・
安
全
に
部
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
先
生
と

生
徒
の
関
わ
り
合
い
、
先
輩
・
後

輩
・
同
級
生
と
と
も
に
過
ご
し
た

時
間
が
楽
し
い
も
の
と
な
り
、
生

徒
に
よ
っ
て
は
部
活
動
が
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

す
る
会
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
に
つ
い
て
。

　
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
介
護

施
設
か
ら
は
、
食
後
に
地
域
の
人

を
講
師
に
招
き
、
み
ん
な
で
囲
碁

を
楽
し
み
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
。

　
段
上
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
は
、
防
災
教
室
や
夏
ま
つ
り
　

　
　
を
地
域
の
他
団
体
と
共
催
し
、

　
　
そ
の
時
に
学
生
、
地
域
の
人
、

　
　
事
業
所
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

　
　
し
て
参
加
し
た
こ
と
な
ど
が

　
　
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

　
　
ク
で
は
、
地
域
の
人
と
の
交

　
　
流
で
何
が
で
き
る
か
、
何
が

　
　
し
た
い
か
を
議
題
に
話
し
合

　
　
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ

く
り
に
く
い
時
代
に
、
参
加
者
同

士
が
顔
を
合
わ
せ
て
、
地
域
貢
献

や
地
域
交
流
を
一
緒
に
考
え
る
こ

と
で
つ
な
が
り
が
広
が
っ
た「
わ
が
ま

ち
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」と
な
り
ま
し
た
。

　
段
上
西
小
学
校
区
の
事
業
所
や

地
域
で
活
動
す
る
人
、
団
体
が
参

加
し
て
、「
第
３
回
わ
が
ま
ち
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」が
７
月
４
日
に
コ
ー

プ
の
つ
ど
い
場
Ｃ
Ｏ
・
Ｋ
Ｏ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
互
い
の
活
動

に
関
心
を
深
め
、

交
流
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
と
、
西
宮
市

高
齢
者
あ
ん
し
ん

窓
口
甲
武
と
西
宮

市
社
会
福
祉
協
議

会
が
準
備
を
進
め
、
介
護
福
祉
施

設
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
薬
局
、
保
育

園
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
、
福
祉
用
具

取
扱
店
、
Ｃ
Ｏ
・
Ｋ
Ｏ
の
運
営
に

携
わ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、

多
方
面
か
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
最
初
に
３
団
体
か
ら
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
場
Ｃ
Ｏ
・
Ｋ
Ｏ
か
ら
は
、

「
夏
休
み
居
場
所
開
放
＋
宿
題
を
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中学生の後ろにハンカチを落とすと、
猛スピードで追いかけられます！

一つずつ色や柄が違う袋型のしおり

中
学
生
のお

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の

音
色
に
魅
せ
ら
れ
て
！

市
制
１
０
０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
の
５
月
26
～
30
日
ま
で
、
甲
武

中
学
校
２
年
生
の
２
人
の
生
徒
が
、

段
上
児
童
館
で
活
動
を
し
ま
し
た
。

中
学
生
と
一
緒
に
追
い
か
け
っ
こ

や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
な
ど
を
し
て
、
楽

し
そ
う
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
16
時
に
な
る
と
、「
あ
そ
び
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
始
ま
る
よ
！
」

と
声
が
か
け
ら
れ
、
中
学
生
と
５

歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
戯
室

に
集
ま
り
ま
し
た
。
中
学
生
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
続
い
て
、

ハ
ン
カ
チ
落
と
し
や
爆
弾
ゲ
ー
ム

の
ル
ー
ル
を
中
学
生
が
説
明
し
、

ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
！
　
初
め
て

そ
れ
ら
の
遊
び
を
す
る
子
ど
も
も

い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
い

き
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
日
々
の
暮
ら
し
の
彩
り
に
な
れ

ば
と
、
６
月
21
日
に
ア
ミ
テ
ィ・ベ

イ
コ
ム
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
西
宮
市
１
０
０
周
年
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
」に
家
族
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ミ
・
べ
モ
ル

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が

出
演
し
、
21
人
で
演
奏
す
る
６
種

類
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
音
色
が
、

心
と
体
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
っ
て
、

子
育
て
、
家
事
、
仕
事
に
追
わ
れ
、

慌
た
だ
し
く
余
裕
の
な
い
私
の
日

々
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ミ
・
べ
モ
ル
の
演
奏
会
に
参
加

す
る
の
は
今
回
で
４
回
目
で
す
。

初
め
て
の
出
会
い
は
、
甲
東
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
４
人
で
の
カ
ル

テ
ッ
ト
。
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
の
距

離
が
近
く
、
指
使
い
ま
で
は
っ
き

り
見
え
て
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
音

色
に
一
瞬
で
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
、
樋
ノ
口
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
20
人
で
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
。
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の

　
最
後
は
、
転
が
し
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
。
元
気
に
ボ
ー
ル
を
転
が
し
た

り
避
け
た
り
し
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
終
わ
る

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
遊
び
が
終
わ
る
と
、
中
学
生
が

手
作
り
し
た
袋
型
の
し
お
り
が
子

ど
も
た
ち
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
が
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
台
紙
の

代
わ
り
に
な
っ
て
い
て
、
遊
ん
だ

子
は
キ
ラ
キ
ラ
の
ス
パ
ン
コ
ー
ル

を
も
ら
い
、
し
お
り
の
中
に
入
れ

て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
あ
そ
び
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

時
間
に
、
ど
ん
な
遊
び
を
す
る
か

は
中
学
生
が
考
え
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
そ
う
に
や
さ

し
く
遊
ぶ
中
学
生
の
姿
は
、
と
て

も
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて61年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！

広告

種
類
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
み
の

演
奏
な
の
に
、
ま
る
で
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽

器
の
音
色
が
耳
に
飛
び
込
ん
で
き

て
、
不
思
議
な
感
覚
に
陥
り
ま
し

た
。
距
離
が
近
く
、
多
彩
な
演
出

も
あ
っ
て
、
迫
力
満
載
の
演
奏
に

感
動
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　
３
回
目
は
、
ア
プ
リ
甲
東
４
階

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
４
人
で
の

カ
ル
テ
ッ
ト
。
近
所
で
あ
る
な
ら

行
く
し
か
な
い
！
　
と
、
仕
事
を
休

ん
で
参
加
。
ま
る
で
推
し
活
？
　

と
、
ミ
・
ベ
モ
ル
に
は
ま
っ
て
い

る
自
分
が
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、４
回
目
は
ア
ミ
テ
ィ・

ベ
イ
コ
ム
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
会
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
映
画
音
楽
、
歌
謡

曲
、洋
楽
、Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
、
音

楽
の
１
０
０
年
に
触
れ
な
が
ら
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
楽
曲
か
ら

思
い
起
こ
さ
れ
る
自
分
史
に
も
つ

な
が
り
、
音
楽
の
奥
深
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　
ミ
・
ベ
モ
ル
か
ら
の
１
０
０
周

年
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

た
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
感
動
的

な
時
間
で
、
私
に
と
っ
て
は
心
の

栄
養
補
給
と
な
り
ま
し
た
。

樋
ノ
口
町
　
Ｏ
・
Ｒ
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幼

児
14
時
～
15
時

小
学
生
15
時
㉚
分

～
16
時
㉚
分

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

講
師

神
戸
女
学
院
大
学

生
命
環
境
学
部
生
命
環
境
学
科

専
任
講
師

髙
林

裕
氏

場
所

講
堂

定
員

当
日
先
着
50
人

段
上
公
民
館☎

53
・
0
9
3
1

☆
仁
川
が「
ま
ち
」に
!?

～
ま
ち
の
あ
ん
な
こ
と
？

　
　
こ
ん
な
こ
と
？

　
　
わ
が
街
を
再
発
見
し
て

み
よ
う
!!
～

日
時

９
月
19
日
㈮

講
師

西
宮
の
ま
ち
探
検
家

牛
田

幸
次
氏

定
員

当
日
先
着
30
人

☆
認
知
症
と
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

～
み
ん
な
で
学
ぼ
う
家
庭
の
医
学
～

日
時

９
月
29
日
㈪
⓭
時
㉚
分

　
　
～
⓯
時

講
師

西
宮
市
高
齢
者

あ
ん
し
ん
窓
口
甲
武

　
　
　
社
会
福
祉
士

濱
崎

恵
美
子
氏

定
員

当
日
先
着
30
人

段
上
児
童
館☎

53
・
8
3
0
3

☆
大
迷
路

N

に

し

の

み

や

ISH
IN

O
M

IYA  W

ウ
ォ
ー
ク

ALK

～
甲
子
園
ジ
ム
で
バ
ト
ル
～

日
時

９
月
３
日
㈬

　
　
　
９
月
４
日
㈭

　
　
　
９
月
５
日
㈮

　
　
　
９
月
６
日
㈯

※
詳
細
は
児
童
館
だ
よ
り
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

☆
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
ク
ア
ー
ト
教
室

～
幻
想
的
で
き
れ
い
な
色
模
様
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

日
時

10
月
11
日
㈯
⓭
時
㉚
分

　
　
～
⓯
時

講
師
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

小
倉

有
希
氏

定
員

10
人

参
加
費

８
０
０
円

申
し
込
み

来
館
受
け
付
け

※
詳
細
は
段
上
公
民
館
ニ
ュ
ー
ス
＆

チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

☆
ボ
ッ
チ
ャ
で
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

楽
し
も
う
！

～
西
宮
市
制
１
０
０
周
年
、

○
×
ク
イ
ズ
に
挑
戦
！
～

日
時

９
月
27
日
㈯
⓭
時
㉚
分

　
　
～
⓯
時

講
師

西
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会

場
所

3
階
講
堂

定
員

36
人

申
し
込
み

事
前
電
話
受
け
付
け

　
　
　
９
月
８
日
㈪
10
時
～

※
ど
な
た
で
も
参
加
可

（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

☆
は
じ
め
ま
し
て

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

日
時

９
月
18
日
㈭

対
象

令
和
７
年
３
月
１
日
以
降

　
　
　
生
ま
れ
の
子
と
母
親

　
　
　（
初
参
加
優
先
）

　
　
　
１
歳
以
上
の
き
ょ
う
だ
い

　
　
　
は
参
加
不
可

申
し
込
み

オ
ン
ラ
イ
ン

☆
保
育
施
設
長
に
よ
る

ス
マ
イ
ル
子
育
て
相
談

日
時

10
月
10
日
㈮
11
時
～
12
時

講
師

甲
東
北
保
育
所
所
長

申
し
込
み

オ
ン
ラ
イ
ン

☆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

～
仮
装
を
楽
し
も
う
～

日
時

10
月
23
日
㈭

　
　
　
10
月
24
日
㈮

　
　
　
10
月
25
日
㈯

※
詳
細
は
児
童
館
だ
よ
り
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

☎
51
・
3
7
4
8

☆
関
学
落
語
会

日
時

９
月
21
日
㈰
⓭
時
㉚
分

　
　
～
⓯
時

出
演

関
西
学
院
大
学

甲
山
落
語
研
究
会

場
所

講
堂

定
員

当
日
先
着
60
人

☆
銘め
い
じ
ょ
う
ち

醸
地
西
宮
の
あ
ゆ
み

～
古
文
書
か
ら
見
た
江
戸
か
ら

明
治
の
西
宮
酒
造
業
～

日
時

10
月
14
日
㈫
⓭
時
㉚
分

　
　
～
⓯
時

講
師

市
・
文
化
財
課

　
　
　
郷
土
資
料
館
学
芸
員

上
原

康
生
氏

場
所

講
堂

定
員

当
日
先
着
50
人

☆
街
路
樹
と
鳥
類
に
関
す
る

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究

～
身
近
な
自
然
の
見
方
を

変
え
て
み
る
～

日
時

11
月
10
日
㈪
⓭
時
㉚
分

　
　
～
⓯
時

甲
東
公
民
館

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

⓾
時
～

⓫
時
㉚
分

高
木
公
民
館☎

65
・
1
5
6
9

☆
舞
降
る
歌
声
昇
り
ゆ
く
音
色

～
二
胡
と
歌
の
音
つ
む
ぎ
～

日
時

９
月
７
日
㈰
⓭
時
㉚
分

　
　
～
⓯
時

出
演

二
胡
奏
者楠

田

名
保
子
氏

ソ
プ
ラ
ノ・ピ
ア
ノ・作
曲

宗

美
佐
氏

場
所

3
階
講
堂

定
員

当
日
先
着
80
人

⓾
時
㉚
分

～
⓫
時
㉚
分

｛

受
付
時
間

受
付
時
間｛
幼

児

小
学
生
15
時

～
16
時
㉚
分

⓾
時
㉚
分

　
　
～
12
時

14
時
～
15
時
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